
(57)【要約】

【課題】液晶パネルに複数のダミー画素を設けて、画面

全体にわたるフリッカを抑制する。

【解決手段】ＴＦＴアレイ基板１上の表示エリア１４外

に複数のダミー画素２１を作成し、ダミー画素２１内に

フォトダイオード３１を設ける。全フォトダイオードの

カソード側を１つの蓄積容量Ｃｐに接続する。蓄積容量

Ｃｐをプリチャージしてから全フォトダイオードを露光

すると、プリチャージされた電荷が各フォトダイオード

を通じてリークする。所定時間後に、蓄積容量Ｃｐの両

端子間電圧を測定すると、全フォトダイオードを流れた

電流の総量が分かる。この電流の総量すなわち蓄積容量

Ｃｐの電圧低下量は、全フォトダイオードの平均受光量

に比例し、これを検出することで、表示エリア１４全面

の平均輝度が分かる。ダミー画素２１の液晶素子３２に

、正電圧を印加した時と負電圧を印加した時の平均輝度

を比較することで、フリッカ強度を検出することができ

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ ト リ ク ス 状 に 画 素 が 配 置 さ れ た 表 示 装 置 に お い て 、 表 示 パ ネ ル で 映 像 信 号 を 表 示 す る
映 像 表 示 画 素 部 と 、 前 記 映 像 表 示 画 素 部 を 駆 動 す る た め に 信 号 線 に 映 像 信 号 に 応 じ た ア ナ
ロ グ 電 圧 を 出 力 す る 信 号 線 駆 動 部 と 、 透 過 光 量 を 検 出 す る た め の 光 量 測 定 部 と 、 前 記 光 量
測 定 部 の 測 定 結 果 を 集 計 す る 光 量 集 計 部 と 、 前 記 光 量 集 計 部 の 集 計 結 果 に 応 じ て 表 示 装 置
の 共 通 電 極 の 電 位 を 調 整 す る 共 通 電 極 電 位 制 御 部 と を 設 け 、 前 記 光 量 測 定 部 が 複 数 存 在 し
、 複 数 の 光 量 測 定 部 の 測 定 結 果 が １ つ の 光 量 集 計 部 に 集 計 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装
置
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 光 量 集 計 部 を 容 量 に て 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 光 量 測 定 部 を 表 示 装 置 の 基 板 に 内 蔵 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の
表 示 装 置
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 光 量 測 定 部 の 透 過 光 量 を 信 号 線 駆 動 部 に よ り 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な
い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 表 示 装 置
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 光 量 測 定 部 の 光 電 素 子 の 光 電 変 換 率 を 測 定 位 置 の 重 要 度 に 応 じ て 光 量 測 定 部 毎 に 異
な ら せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 表 示 装 置
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 光 量 測 定 部 の 配 置 密 度 を 測 定 位 置 の 重 要 度 に 応 じ て 異 な る も の と す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の 表 示 装 置
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 表 示 装 置 で 部 分 表 示 を 行 う 際 に は 、 部 分 表 示 近 傍 の み の 光 量 測 定 部 を 選 択 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置
【 請 求 項 ８ 】
　 液 晶 素 子 を 画 素 と し て マ ト リ ク ス 状 に 配 置 し た 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 印 加 電 圧 調 整 方
法 に お い て 、
　 液 晶 透 過 光 量 を 検 出 す る た め の 光 量 測 定 手 段 と 、 前 記 光 量 測 定 手 段 の 測 定 結 果 を 集 計 す
る 光 量 集 計 手 段 と 、 前 記 光 量 測 定 手 段 が 受 光 す る 光 量 を 制 御 す る 液 晶 素 子 に 正 の 信 号 電 圧
印 加 時 の 光 量 集 計 結 果 を サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド す る 正 信 号 電 圧 印 加 時 の 光 量 集 計 結 果 保 持 手
段 と 、 前 記 光 量 測 定 手 段 が 受 光 す る 光 量 を 制 御 す る 液 晶 素 子 に 負 の 信 号 電 圧 印 加 時 の 光 量
集 計 結 果 を サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド す る 負 信 号 電 圧 印 加 時 の 光 量 集 計 結 果 保 持 手 段 と 、 前 記 正
信 号 電 圧 印 加 時 の 光 量 集 計 結 果 保 持 手 段 と 負 信 号 電 圧 印 加 時 の 光 量 集 計 結 果 保 持 手 段 そ れ
ぞ れ の 光 量 集 計 結 果 を 比 較 す る 比 較 手 段 と 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 に 印 加 す る 電 圧
を 制 御 す る 共 通 電 極 印 加 電 圧 制 御 手 段 と を 設 け 、
　 前 記 共 通 電 極 印 加 電 圧 制 御 手 段 に よ り 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 に 印 加 す る 電 圧 を 段 階 的
に 遷 移 さ せ 、
　 前 記 比 較 手 段 が 出 力 す る 比 較 結 果 が 反 転 す る タ イ ミ ン グ に お い て 共 通 電 極 に 印 加 し て い
る 電 圧 を 最 適 共 通 電 極 印 加 電 圧 と し 、
　 前 記 最 適 共 通 電 極 印 加 電 圧 を 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 に 印 加 す る よ う 制 御 す る こ と を 特
徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 印 加 電 圧 調 整 方 法
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 に 印 加 す る 電 圧 を 工 場 出 荷 前 に 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 印 加 電 圧 調 整 方 法
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 に 印 加 す る 電 圧 を 液 晶 表 示 装 置 の 起 動 直 後 に 調 整 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 印 加 電 圧 調 整 方 法
【 請 求 項 １ １ 】
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　 前 記 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 に 印 加 す る 電 圧 を 反 射 モ ー ド と 透 過 モ ー ド の 切 り 替 え 直 後
に 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 印 加 電 圧 調 整 方 法
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 に よ り 液 晶 表 示 パ ネ ル を 照 明 す る こ と で 映 像 表 示 す る 表 示
装 置 に 係 り 、 特 に 共 通 電 極 印 加 電 圧 の 調 整 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 表 示 装 置 に 用 い る 液 晶 素 子 に お い て は 、 Ｄ Ｃ 電 圧 を 印 加 し 続 け る と 、 焼 き つ き に 似 た 画
質 劣 化 が 生 じ る 。 こ の た め 、 液 晶 表 示 装 置 で は 、 一 般 的 に 、 液 晶 素 子 に 信 号 電 圧 と し て １
フ レ ー ム 期 間 毎 に 正 の 電 圧 (Ｖ ｓ ｉ ｇ ＋ )と 負 の 電 圧 (Ｖ ｓ ｉ ｇ － )を 交 互 に 印 加 し て い る 。
ま た 、 液 晶 素 子 の 共 通 電 極 へ 印 加 す る 電 圧 を (Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ )と す る と 、 正 の 電 圧 印 加 時 は (Ｖ
ｓ ｉ ｇ ＋ )－ (Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ )に 、 負 の 電 圧 印 加 時 は (Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ )－ (Ｖ ｓ ｉ ｇ － )に 応 じ て 、 液 晶
素 子 の 表 示 輝 度 が 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の と き 、 共 通 電 極 の 電 圧 (Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ )が 適 当 で な い 場 合 、 液 晶 素 子 に 正 の 電 圧 を 印 加 す
る 場 合 と 負 の 電 圧 を 印 加 す る 場 合 で 表 示 輝 度 に 差 が 生 じ 、 結 果 と し て ２ フ レ ー ム 期 間 周 期
の フ リ ッ カ を 招 い て し ま う 。 こ の フ リ ッ カ を 低 減 す る に は 、 精 度 良 く Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ を 調 整 す る
必 要 が あ る 。 ま た 、 液 晶 パ ネ ル の 製 造 工 程 に お け る 特 性 バ ラ ツ キ に よ り 、 液 晶 パ ネ ル 各 個
体 毎 に 最 適 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 電 圧 は 異 な る こ と が あ る 。 こ の Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 電 圧 を 、 最 適 な 電 圧 に 調 整 す
る に は 、 調 整 用 の パ タ ー ン を 表 示 し 、 実 際 の 表 示 輝 度 を 目 視 若 し く は 測 定 器 で 測 定 し な が
ら 表 示 装 置 毎 に 個 別 に 調 整 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う に 、 液 晶 表 示 装 置 の 出 荷 前 に 、 こ の Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 調 整 作 業 を 人 手 で 行 う と コ ス ト ア
ッ プ 要 因 と な る た め 、 自 動 で の 調 整 方 法 が 下 記 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ で は 、 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ よ り 投 影 さ れ た 映 像 の 明 る さ を 、 ス ク リ ー ン 上 に 設
け た フ ォ ト ダ イ オ ー ド に よ り 測 定 し て い る 。 フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 流 れ る 電 流 は 、 フ リ ッ カ
に 依 存 し て 変 動 す る 。 こ の 電 流 の 変 動 量 を 測 定 し な が ら 、 電 子 ボ リ ュ ー ム な ど に よ り 共 通
電 極 の 電 圧 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ を 調 整 す る 。 フ ォ ト ダ イ オ ー ド 電 流 の 変 動 量 が 一 番 少 な く な る よ う Ｖ
Ｃ Ｏ Ｍ を 調 整 す る こ と で 、 フ リ ッ カ を 低 減 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 ２ で は 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド を ス ク リ ー ン 上 に 設 け て い た 特 許 文 献 １ に 対 し て 、
フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 液 晶 パ ネ ル の 表 示 エ リ ア 外 に ダ ミ ー 画 素 部 を 設 け 、 そ の ダ ミ ー 画 素 上
に フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 設 け る 。 フ ォ ト ダ イ オ ー ド を ダ ミ ー 画 素 上 に 設 け る こ と で 、 入 力 映
像 信 号 の 表 示 を 妨 げ る こ と も な く 、 ま た ス ク リ ー ン を 必 要 と し な い と い う 特 徴 が あ る 。 ま
た 、 ダ ミ ー 画 素 部 に 表 示 す る 模 様 を 中 間 調 ド ッ ト 市 松 模 様 と す る こ と で フ リ ッ カ が 顕 著 に
現 れ る と し て い る 。 ま た 、 液 晶 表 示 装 置 に Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 自 動 調 整 機 能 を 組 み 込 め ば 、 例 え ば 温
度 変 化 な ど 様 々 な 環 境 下 に 適 応 す る よ う Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 電 圧 を 調 整 す る こ と も で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ３ ８ ８ ４ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ４ ６ ８ ７ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 表 示 面 内 の 配 線 抵 抗 な ど の 影 響 に よ り 、 表 示 面 内 の 位 置 に 依
存 し て 、 フ リ ッ カ 強 度 が 異 な る 可 能 性 が あ る 。 し た が っ て 、 フ リ ッ カ 検 出 用 の フ ォ ト ダ イ
オ ー ド を １ 箇 所 だ け に 設 け る と 、 そ の 箇 所 で の 局 所 的 な フ リ ッ カ を 反 映 す る こ と は で き る
が 、 そ の フ ォ ト ダ イ オ ー ド の 測 定 ポ イ ン ト 以 外 で 生 じ る フ リ ッ カ を 反 映 す る こ と が で き な
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い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 局 所 的 な フ リ ッ カ に 惑 わ さ れ な い フ リ ッ カ 抑 制 効 果 の 高 い 共
通 電 極 印 加 電 圧 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 自 動 調 整 機 能 付 き 表 示 装 置 及 び そ の 調 整 方 法 を 提 供 す る こ と に あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る に 当 た っ て は 、 フ リ ッ カ 検 出 用 の フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 複 数 配 置 し 、
表 示 面 全 面 の 光 量 や フ リ ッ カ 強 度 を 測 定 し て 、 共 通 電 極 印 加 電 圧 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ の 調 整 に 反 映 す
れ ば 、 よ り フ リ ッ カ が 目 立 た ぬ よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の フ リ ッ カ 検 出 の た め に 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 複 数 設 け る 場 合 、 そ の 設 置 個 数 に 応 じ
て 部 品 コ ス ト が 上 昇 す る 。 そ こ で 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 上 に Ｔ Ｆ Ｔ で
作 成 す れ ば 、 部 品 コ ス ト が 生 じ な い 。 ま た 、 追 加 部 品 が な け れ ば 、 表 示 装 置 の 厚 み が 拡 大
す る こ と も な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 上 の 表 示 エ リ ア 外 に ダ ミ ー 画 素 を 作 成 し 、 ダ ミ ー 画 素 内
に フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 設 け 、 表 示 エ リ ア 外 に ２ 箇 所 以 上 配 置 す る 。 例 え ば 、 表 示 エ リ ア の
外 周 の 対 角 ２ 箇 所 、 若 し く は 表 示 エ リ ア の 周 囲 を 取 り 囲 む よ う に 配 置 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 全 フ ォ ト ダ イ オ ー ド の カ ソ ー ド 側 を １ つ の 蓄 積 容 量 Ｃ ｐ に 接 続 し 、 蓄 積 容 量 Ｃ
ｐ に 所 定 の 電 圧 を プ リ チ ャ ー ジ し て か ら 全 フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 露 光 す れ ば 、 蓄 積 容 量 Ｃ ｐ
に 蓄 積 さ れ た 電 荷 が 各 フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 通 じ て リ ー ク す る 。 所 定 時 間 後 に 、 蓄 積 容 量 Ｃ
ｐ の 両 端 子 間 電 圧 を 測 定 す れ ば 、 全 フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 流 れ た 電 流 の 総 量 が 分 か る 。 こ の
電 流 の 総 量 は 、 全 フ ォ ト ダ イ オ ー ド の 平 均 受 光 量 に 比 例 し 、 こ れ を 検 出 す る こ と で 、 パ ネ
ル 全 面 の 平 均 輝 度 が 分 か る 。 ま た 、 ダ ミ ー 画 素 の 液 晶 素 子 に 、 正 電 圧 を 印 加 し た 時 と 負 電
圧 を 印 加 し た 時 の 平 均 輝 度 を 比 較 す る こ と で 、 フ リ ッ カ 強 度 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 マ ト リ ク ス 状 に 画 素 が 配 置 さ れ た 表 示 装 置 に
お い て 、 表 示 パ ネ ル （ １ ） で 通 常 の 映 像 信 号 を 表 示 す る 映 像 表 示 画 素 部 （ １ ４ ） と 、 前 記
映 像 表 示 画 素 部 を 駆 動 す る た め に 信 号 線 に 映 像 信 号 に 応 じ た ア ナ ロ グ 電 圧 を 出 力 す る 信 号
線 駆 動 部 （ ５ １ ） と 、 透 過 光 量 を 検 出 す る た め の 光 量 測 定 部 （ ３ １ ） と 、 前 記 光 量 測 定 部
の 測 定 結 果 を 集 計 す る 光 量 集 計 部 （ ２ ） と 、 前 記 光 量 集 計 部 の 集 計 結 果 に 応 じ て 表 示 装 置
の 共 通 電 極 の 電 位 （ Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ ） を 自 動 的 に 調 整 す る 共 通 電 極 電 位 制 御 部 （ １ ０ ） と か ら 成
り 、 前 記 光 量 測 定 部 （ ３ １ ） が 複 数 存 在 し 、 複 数 の 光 量 測 定 部 の 測 定 結 果 が １ つ の 光 量 集
計 部 （ ２ ） に 集 計 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 図 １ ， ６ ， ７ に 示 す よ う に 、 液 晶 素 子 （ ３ ２ ） を 画 素 と し て マ ト リ ク
ス 状 に 配 置 し た 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 印 加 電 圧 調 整 方 法 に お い て 、 液 晶 透 過 光 量 を 検 出
す る た め の 光 量 測 定 手 段 （ ３ １ ） と 、 前 記 光 量 測 定 手 段 の 測 定 結 果 を 集 計 す る 光 量 集 計 手
段 （ ２ ） と 、 前 記 光 量 測 定 手 段 が 受 光 す る 光 量 を 制 御 す る 液 晶 素 子 に 正 の 信 号 電 圧 印 加 時
の 光 量 集 計 結 果 を サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド す る 正 信 号 電 圧 印 加 時 の 光 量 集 計 結 果 保 持 手 段 （ ６
） と 、 前 記 光 量 測 定 手 段 が 受 光 す る 光 量 を 制 御 す る 液 晶 素 子 に 負 の 信 号 電 圧 印 加 時 の 光 量
集 計 結 果 を サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド す る 負 信 号 電 圧 印 加 時 の 光 量 集 計 結 果 保 持 手 段 （ ７ ） と 、
前 記 正 信 号 電 圧 印 加 時 の 光 量 集 計 結 果 保 持 手 段 と 負 信 号 電 圧 印 加 時 の 光 量 集 計 結 果 保 持 手
段 そ れ ぞ れ の 光 量 集 計 結 果 を 比 較 す る 比 較 手 段 （ ８ ） と 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 に
印 加 す る 電 圧 （ Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ ） を 制 御 す る 共 通 電 極 印 加 電 圧 制 御 手 段 （ １ ０ ） と を 設 け 、 前 記
共 通 電 極 印 加 電 圧 制 御 手 段 （ １ ０ ） に よ り 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 に 印 加 す る 電 圧 を 段 階
的 に 遷 移 さ せ 、 前 記 比 較 手 段 （ ８ ） が 出 力 す る 比 較 結 果 （ ９ ） が 反 転 す る タ イ ミ ン グ に お
い て 共 通 電 極 に 印 加 し て い る 電 圧 を 最 適 共 通 電 極 印 加 電 圧 と し 、 前 記 最 適 共 通 電 極 印 加 電
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圧 を 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 に 印 加 す る よ う 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 共 通 電 極 電 圧 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 自 動 調 整 機 能 付 き 表 示 装 置 に お い て 、 安 価 で 単 純 な 回 路 構 成 で 、
フ リ ッ カ 検 出 ポ イ ン ト を 増 や す こ と が で き る 。 フ リ ッ カ 検 出 ポ イ ン ト を 増 や す こ と に よ り
、 よ り 精 度 高 く Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 電 圧 を 自 動 調 整 で き 、 ま た フ リ ッ カ の 目 立 た な い 自 然 な 映 像 表 示
を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 用 い て 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 共 通 電 極 電 圧 自 動 調 整 機 能 付 き 表 示 装 置 の 構 成 例 の 概 略 図 で あ る
。 １ は Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 、 ２ は プ リ チ ャ ー ジ 容 量 Ｃ ｐ 、 ３ は ア ナ ロ グ バ ッ フ ァ ア ン プ 、 ４
は プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 源 Ｖ ｐ ｒ ｃ 、 ５ は プ リ チ ャ ー ジ ス イ ッ チ 、 ６ は 正 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ
ン プ ル ／ ホ ー ル ド 回 路 、 ７ は 負 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド 回 路 、 ８ は 比 較 器 、
９ は 比 較 結 果 、 １ ０ は コ ン ト ロ ー ラ 、 １ １ は 正 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル 信 号 、 １ ２ は 負
信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル 信 号 、 １ ３ は 共 通 電 極 電 源 、 １ ４ は 表 示 エ リ ア 、 ２ １ は ダ ミ ー
画 素 、 ３ １ は フ ォ ト ダ イ オ ー ド 、 ３ ２ は 液 晶 素 子 Ｃ ｌ ｃ ｄ 、 ３ ３ は Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 、 ５ １ は 信
号 線 駆 動 回 路 、 ５ ２ は 垂 直 走 査 回 路 、 ６ １ は 第 １ 信 号 線 、 ６ ２ は 第 ２ 信 号 線 、 ７ １ は 第 １
走 査 線 、 ７ ２ は 第 ２ 走 査 線 、 ７ ３ は 第 ３ 走 査 線 、 ７ ４ は 第 ４ 走 査 線 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ は 、 通 常 ２ 枚 構 成 と な っ て い る 液 晶 の ガ ラ ス 基 板 の う ち 、 Ｔ Ｆ Ｔ 素
子 を 形 成 す る 側 の 基 板 で あ る 。 本 発 明 は 、 直 視 型 液 晶 表 示 装 置 に 適 用 し て も よ い し 、 投 影
型 液 晶 表 示 装 置 に 適 用 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ 上 に は 、 複 数 の ダ ミ ー 画 素 ２ １ を 設 け る 。 図 １ 中 で は 、 表 示 エ リ ア
の 四 隅 に ダ ミ ー 画 素 ２ １ を 配 置 し て い る が 、 ダ ミ ー 画 素 ２ １ の 配 置 は こ の 配 置 に 限 っ た も
の で は な い 。 ま た ダ ミ ー 画 素 の 数 は 、 図 １ に 示 す よ う に ４ つ で な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 各 ダ ミ ー 画 素 ２ １ 内 に は フ ォ ト ダ イ オ ー ド ３ １ が 組 み 込 ま れ て お り 、 そ れ ぞ れ の カ ソ ー
ド 端 子 は 信 号 配 線 を 通 し て プ リ チ ャ ー ジ 容 量 ２ に 接 続 さ れ て い る 。 つ ま り 、 ４ つ （ 複 数 ）
の フ ォ ト ダ イ オ ー ド ３ １ が １ つ の プ リ チ ャ ー ジ 容 量 ２ に 並 列 に 接 続 さ れ て い る 。 プ リ チ ャ
ー ジ 容 量 ２ の 他 端 は 、 グ ラ ン ド に 接 続 さ れ る の が 好 ま し い 。 プ リ チ ャ ー ジ 容 量 ２ は 、 例 え
ば 、 コ ン デ ン サ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ダ ミ ー 画 素 ２ １ 内 に あ る 液 晶 素 子 ３ ２ の 一 方 の 電 極 は 共 通 電 極 (Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ )に 接 続 さ れ て
お り 、 他 方 は Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 ３ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 ダ ミ ー 画 素 ２ １ 内 の Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 ３ ３ の ゲ
ー ト 端 子 が 走 査 線 に 接 続 さ れ 、 走 査 線 の 走 査 信 号 と 信 号 線 の 階 調 信 号 に 応 じ て 、 液 晶 素 子
３ ２ の 導 通 ・ 非 導 通 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 プ リ チ ャ ー ジ 容 量 ２ は 、 ダ ミ ー 画 素 ２ １ 中 の フ ォ ト ダ イ オ ー ド ３ １ を 露 光 す る 前 に 、 プ
リ チ ャ ー ジ ス イ ッ チ ５ を 介 し て 、 所 定 の プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 を 蓄 積 し て お き 、 フ ォ ト ダ イ オ
ー ド ３ １ の 露 光 中 に は 、 プ リ チ ャ ー ジ ス イ ッ チ ５ は 開 放 さ れ 、 受 光 強 度 に 応 じ て フ ォ ト ダ
イ オ ー ド ３ １ を 通 し て 、 プ リ チ ャ ー ジ 容 量 ２ に 蓄 積 さ れ た 電 荷 が 放 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ア ナ ロ グ バ ッ フ ァ ア ン プ ３ は 、 プ リ チ ャ ー ジ 容 量 ２ の 蓄 積 電 圧 を バ ッ フ ァ リ ン グ し て 、
次 段 の サ ン プ ル ホ ー ル ド 回 路 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 源 ４ は 、 プ リ チ ャ ー ジ 容 量 ２ に プ リ チ ャ ー ジ す る 電 圧 の 電 源 で あ る 。
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出 力 電 圧 は 、 予 め 定 め ら れ た 一 定 値 で あ っ て も よ い し 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 量 及 び 外 光 の 影 響
に 応 じ て 調 整 で き る よ う に し て お い て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 正 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド 回 路 ６ 、 負 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル ／ ホ ー ル
ド 回 路 ７ は 、 そ れ ぞ れ ダ ミ ー 画 素 ２ １ の 液 晶 素 子 ３ ２ に 正 の 信 号 電 圧 を 印 加 し た と き の フ
ォ ト ダ イ オ ー ド 受 光 量 、 負 の 信 号 電 圧 を 印 加 し た と き の フ ォ ト ダ イ オ ー ド 受 光 量 を 、 電 圧
信 号 と し て 記 録 ・ 保 持 す る 。 ア ナ ロ グ バ ッ フ ァ ア ン プ ３ の 出 力 を 、 サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド 回
路 ６ 、 ７ い ず れ に 記 録 す る か と い う 制 御 は 、 液 晶 表 示 装 置 を 交 流 駆 動 す る た め の 極 性 信 号
(Ｍ 信 号 )に 応 じ て 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 比 較 器 ８ は 、 正 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド 回 路 ６ 及 び 負 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ
ン プ ル ／ ホ ー ル ド 回 路 ７ の 出 力 電 圧 の 比 較 結 果 ９ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ は 、 共 通 電 極 電 圧 (Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ )調 整 機 能 の 全 体 を 制 御 す る 。 コ ン ト ロ ー
ラ １ ０ は 、 正 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル 信 号 １ １ 、 負 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル 信 号 １ ２
を 出 力 し て 、 正 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド 回 路 ６ 及 び 負 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン
プ ル ／ ホ ー ル ド 回 路 ７ の サ ン プ ル タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 。 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ は 、 比
較 結 果 ９ を 取 り 込 ん で 最 適 な 共 通 電 極 電 圧 (Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ )を 決 定 し 、 共 通 電 極 電 源 １ ３ の 出 力
電 圧 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 信 号 線 駆 動 回 路 ５ １ は 、 表 示 装 置 外 部 か ら の 映 像 信 号 を 、 １ 水 平 周 期 毎 、 ア ナ ロ グ 電 圧
信 号 で あ る 階 調 信 号 と し て 信 号 線 (第 １ 信 号 線 ６ １ 、 第 ２ 信 号 線 ６ ２ )に 出 力 す る 。 垂 直 走
査 回 路 ５ ２ は 、 階 調 信 号 を 書 き 込 む 行 を 選 択 す る た め の 走 査 信 号 を 出 力 す る 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ 信 号 線 ６ １ 、 第 ２ 信 号 線 ６ ２ は 、 信 号 線 駆 動 回 路 ５ １ が 出 力 す る 階 調 信 号 を 各 画 素
に 伝 送 す る 。 図 １ に は 信 号 線 を ２ 本 だ け し か 示 し て い な い が 、 実 際 は よ り 多 数 の 信 号 線 が
存 在 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ 走 査 線 ７ １ は 、 表 示 エ リ ア １ ４ の 上 に 位 置 す る ダ ミ ー 画 素 行 に 接 続 さ れ て お り 、 第
１ 走 査 線 ７ １ に 選 択 パ ル ス が 与 え ら れ た と き 、 こ の ダ ミ ー 画 素 行 に 測 定 用 の 階 調 信 号 が 書
き 込 ま れ る 。 第 ２ 走 査 線 ７ ２ 、 第 ３ 走 査 線 ７ ３ は 、 表 示 エ リ ア １ ４ 中 の 走 査 線 で あ る 。 こ
れ も 実 際 は よ り 多 数 の 走 査 線 が 存 在 す る が 、 図 １ で は 省 略 し て あ る 。 第 ４ 走 査 線 ７ ４ は 、
表 示 エ リ ア １ ４ の 下 に 位 置 す る ダ ミ ー 画 素 行 に 接 続 さ れ て お り 、 第 ４ 走 査 線 ７ ４ に 選 択 パ
ル ス が 与 え ら れ た と き 、 こ の ダ ミ ー 画 素 行 に 測 定 用 の 階 調 信 号 が 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 例 に お い て は 、 垂 直 走 査 回 路 ５ ２ は 、 第 ４ 走 査 線 ７ ４ 、 第 １ 走 査 線 ７ １ 、 第 ２ 走
査 線 ７ ２ 、 第 ３ 走 査 線 ７ ３ と い う 順 序 で 走 査 信 号 を 出 力 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ は 、 ダ ミ ー 画 素 ２ １ の 概 略 を 示 し て い る 。 な お 、 そ の 他 の ダ ミ ー 画 素 も 同 様 の 構 成
で あ る 。 ４ ０ は 反 射 板 、 ４ １ は 対 向 基 板 、 ４ ２ は 共 通 電 極 、 ４ ３ は 遮 光 板 、 ４ ４ は 信 号 電
極 、 ４ ５ は バ ッ ク ラ イ ト で あ る 。 バ ッ ク ラ イ ト ４ ５ か ら 放 出 さ れ た 光 は 、 共 通 電 極 ４ ２ と
信 号 電 極 ４ ４ と 間 の 電 圧 に 応 じ た 透 過 率 で 液 晶 層 を 透 過 し 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 側 へ と 進
む 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 例 で は 、 表 示 側 に 金 属 な ど で 作 成 す る 反 射 板 ４ ０ を 設 け 、 ダ ミ ー 画 素 ２ １ の 液 晶
透 過 光 を 反 射 し て 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ に 戻 し 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ 上 に 作 成 し た フ ォ ト
ダ イ オ ー ド ３ １ で 受 光 し 、 液 晶 透 過 光 の 強 度 を 測 定 す る 。 な お 、 バ ッ ク ラ イ ト ４ ５ か ら 直
接 フ ォ ト ダ イ オ ー ド ３ １ に 光 が 照 射 さ れ な い よ う 、 ア ル ミ な ど で 遮 光 板 ４ ３ を 設 け 、 遮 光
す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 図 ３ は 、 逆 実 装 時 の ダ ミ ー 画 素 ２ １ の 概 略 を 示 し て い る 。 こ こ で い う 逆 実 装 と は Ｔ Ｆ Ｔ
ア レ イ 基 板 １ と 対 向 基 板 ４ １ の 位 置 を 逆 に し て 液 晶 パ ネ ル を 組 み 立 て る こ と を い う 。 逆 実
装 時 に は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ が 表 示 側 に 位 置 す る こ と に な る 。 図 ２ と 図 ３ を 比 べ る と 、
逆 実 装 と し た 図 ３ の 液 晶 パ ネ ル 構 造 の ほ う が 、 バ ッ ク ラ イ ト ４ ５ か ら 発 し た 光 が フ ォ ト ダ
イ オ ー ド ３ １ に 達 す る ま で に 液 晶 層 を 通 る 回 数 が 少 な く 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド ３ １ で 強 い 光
を 受 光 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ は 、 半 透 過 型 液 晶 に ダ ミ ー 画 素 ２ １ を 作 成 し た 場 合 の 構 成 例 を 示 し て い る 。 図 ４ は
図 ３ と 同 様 に 逆 実 装 で の ダ ミ ー 画 素 設 置 例 で あ る 。 ま た 、 光 を 示 す 矢 印 は 反 射 モ ー ド と し
た 場 合 の も の で あ る 。 反 射 モ ー ド の 場 合 、 マ ジ ッ ク ミ ラ ー ４ ６ は 反 射 板 と 同 じ で あ る と 考
え て よ い 。 表 示 面 側 か ら 直 接 フ ォ ト ダ イ オ ー ド ３ １ に 当 た る 光 を 遮 光 板 ４ ３ で 遮 る よ う に
し て お け ば 、 液 晶 表 示 装 置 が 反 射 モ ー ド で あ っ て も 図 ４ の 構 成 で 、 液 晶 透 過 光 を 計 測 す る
こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 図 ３ の よ う な 構 成 の ダ ミ ー 画 素 と 、 図 ４ の よ う な 構 成 の ダ ミ ー 画 素 を 併 設 し て お
け ば 、 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 透 過 モ ー ド と 反 射 モ ー ド の い ず れ に お い て も 、 液 晶
透 過 光 の 検 出 が 可 能 で あ り 、 バ ッ ク ラ イ ト ４ ５ の Ｏ Ｎ － Ｏ Ｆ Ｆ に 応 じ て 、 図 ３ タ イ プ の ダ
ミ ー 画 素 と 図 ４ タ イ プ の ダ ミ ー 画 素 を 使 い 分 け れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ は 、 液 晶 表 示 装 置 の 水 平 方 向 書 き 込 み 電 圧 差 要 因 の 一 例 を 示 し て い る 。 走 査 線 の 配
線 抵 抗 や 寄 生 容 量 な ど の 影 響 に よ り 、 垂 直 走 査 回 路 ５ ２ か ら の 距 離 が 離 れ る ほ ど 、 走 査 線
上 の 走 査 信 号 波 形 が な ま る 。 図 ５ 中 左 の 吹 き 出 し 内 の よ う に 、 走 査 信 号 の 立 下 り が 急 峻 で
あ る と 、 画 素 内 の Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の 寄 生 容 量 を 介 し て 液 晶 保 持 容 量 が 走 査 信 号 の 影 響 を 受 け 、
液 晶 保 持 容 量 の 充 電 電 圧 が 若 干 下 が る 。 こ れ に 対 し 、 図 ５ 中 右 の 吹 き 出 し 内 の よ う に 、 走
査 信 号 の 立 下 り が な ま っ て い る と 、 走 査 信 号 立 下 り に よ る 影 響 が 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 表 示 エ リ ア の 水 平 方 向 に お い て は 、 液 晶 保 持 容 量 に 書 き 込 ま れ る 電 圧
に 差 が 生 じ る 。 こ の 電 圧 差 が 、 表 示 輝 度 に も 影 響 し 、 表 示 エ リ ア の 左 端 と 右 端 で は 、 Ｖ Ｃ
Ｏ Ｍ 調 整 ず れ に 対 す る フ リ ッ カ 強 度 も 異 な る 。 こ の た め 、 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 電 圧 調 整 を 行 う た め の
フ リ ッ カ 強 度 の 測 定 は 、 １ 箇 所 で は 不 十 分 で 、 正 確 な Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 電 圧 調 整 を 行 う た め に は 複
数 ポ イ ン ト 測 定 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ６ は 、 図 １ に お け る サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド 回 路 (正 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル ／ ホ ー ル
ド 回 路 ６ 及 び 負 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド 回 路 ７ )の 動 作 説 明 図 で あ る 。 交 流
駆 動 の た め の 極 性 信 号 で あ る Ｍ 信 号 が Ｌ ｏ ｗ で あ る フ レ ー ム で 、 ダ ミ ー 画 素 ２ １ の 液 晶 素
子 ３ ２ の 共 通 電 極 に 正 の 信 号 電 圧 を 印 加 し 、 Ｍ 信 号 が Ｈ ｉ ｇ ｈ で あ る フ レ ー ム で 、 ダ ミ ー
画 素 の 液 晶 素 子 の 共 通 電 極 に 負 の 信 号 電 圧 を 印 加 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ に 示 す コ ン ト ロ ー ラ １ ０ は 、 Ｍ 信 号 が Ｌ ｏ ｗ か ら Ｈ ｉ ｇ ｈ に 変 化 す る 瞬 間 前 に 、 す
な わ ち 、 ダ ミ ー 画 素 に 正 の 信 号 電 圧 を 印 加 し て １ フ レ ー ム 期 間 フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 露 光 し
終 わ っ た と き に 、 正 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル 信 号 １ １ を Ｈ ｉ ｇ ｈ に し て 、 そ の と き の ア
ナ ロ グ バ ッ フ ァ ア ン プ ３ の 出 力 電 圧 (蓄 積 容 量 Ｃ ｐ の 端 子 電 圧 )を 、 正 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ
ン プ ル ／ ホ ー ル ド 回 路 ６ に 取 り 込 む 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 ダ ミ ー 画 素 に 負 の 信 号 電 圧 を 印 加 す る フ レ ー ム に つ い て も 同 様 に し て 、 負 信 号 電
圧 印 加 時 用 サ ン プ ル 信 号 １ ２ を Ｈ ｉ ｇ ｈ に し て 、 負 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド
回 路 ７ に ア ナ ロ グ バ ッ フ ァ ア ン プ ３ の 出 力 電 圧 (蓄 積 容 量 Ｃ ｐ の 端 子 電 圧 )を 取 り 込 む 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に し て 、 ダ ミ ー 画 素 に 正 の 信 号 電 圧 を 印 加 し た と き の 表 示 輝 度 と 、 ダ ミ ー 画 素
に 負 の 信 号 電 圧 を 印 加 し た と き の 表 示 輝 度 を サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド す る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ７ は 、 共 通 電 極 電 圧 (Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ )を 低 い 電 圧 か ら 高 い 電 圧 ま で 遷 移 さ せ た と き の 、 液 晶
透 過 光 量 の 変 化 と 、 図 １ に お け る 比 較 結 果 ９ の 変 化 を 示 し て い る 。 液 晶 透 過 光 量 は 、 液 晶
素 子 に 正 の 信 号 電 圧 を 印 加 し た と き と 、 負 の 信 号 電 圧 を 印 加 し た と き そ れ ぞ れ 、 図 ７ の よ
う に 変 化 す る 。 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ の 電 圧 を 低 い 電 圧 か ら 徐 々 に 高 く す る と 、 正 の 信 号 電 圧 印 加 時 の
透 過 光 量 は 徐 々 に 減 少 し 、 負 の 信 号 電 圧 を 印 加 し た と き の 透 過 光 量 は 徐 々 に 増 加 す る 。 Ｖ
Ｃ Ｏ Ｍ の 電 圧 を 高 く す る 過 程 で 、 負 の 信 号 電 圧 印 加 時 の 液 晶 透 過 光 量 が 正 の 信 号 電 圧 印 加
時 と ほ ぼ 同 じ 光 量 と な り さ ら に 高 く す る と 、 大 小 関 係 が 反 対 に な る 。 こ の と き 、 比 較 結 果
９ も 反 転 す る 。 こ の 比 較 結 果 ９ が 反 転 す る と き の Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 電 圧 が 、 最 適 な Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 電 圧 と
な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ に 示 す コ ン ト ロ ー ラ １ ０ で は 、 以 上 の よ う な 方 法 を 用 い て 最 適 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 電 圧 を 探 索
し 、 共 通 電 極 電 源 １ ３ の 出 力 電 圧 を こ の 最 適 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 電 圧 に 設 定 す る 。 最 適 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 電 圧
の 探 索 お よ び 最 適 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 電 圧 設 定 は 、 工 場 で 液 晶 表 示 装 置 を 組 み 上 げ た 後 出 荷 す る 前 に
行 っ て も よ い し 、 消 費 者 の 元 に 届 い て か ら 表 示 装 置 を 起 動 す る 際 に 毎 回 行 っ て も よ い 。 さ
ら に 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 に は 、 透 過 モ ー ド と 反 射 モ ー ド の 切 り 替 え を す る 際 に 、
最 適 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 電 圧 の 探 索 お よ び 設 定 を 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 図 １ で は 、 プ リ チ ャ ー ジ 容 量 ２ か ら 共 通 電 極 電 源 １ ３ ま で 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １
の 外 に 配 置 す る よ う に 記 載 さ れ て い る が 、 こ れ ら を Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ 上 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ な ど
で 構 成 し て も 構 わ な い 。 近 年 の 低 温 ポ リ シ リ コ ン 技 術 の 発 展 に よ り 、 Ｔ Ｆ Ｔ に よ る 実 装 は
十 分 に 可 能 で あ る 。 ま た 、 ア ナ ロ グ バ ッ フ ァ ア ン プ ３ の 出 力 を Ａ Ｄ 変 換 し 、 サ ン プ ル ／ ホ
ー ル ド や 比 較 な ど そ の 後 段 の 処 理 を デ ジ タ ル 回 路 で 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 ダ ミ ー 画 素 を 図 １ に 示 す よ う に 信 号 線 駆 動 回 路 ５ １ の 出 力 近 く と 、
表 示 エ リ ア １ ４ を 挟 ん で 向 か い 側 の 両 方 に 配 置 す る こ と で 、 信 号 線 駆 動 回 路 ５ １ か ら の 距
離 に 伴 う フ リ ッ カ 強 度 の 違 い を 平 均 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 簡 素 な 回 路 に よ り 、 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 電 圧 (Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ )を 自 動
調 整 す る こ と が 可 能 で あ り 、 画 面 全 体 に わ た っ て フ リ ッ カ が よ り 少 な く な る よ う な 自 然 な
共 通 電 極 電 圧 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ８ は 、 ダ ミ ー 画 素 ２ １ の 配 置 例 の 一 つ を 示 し て い る 。 実 施 例 １ で は 、 ダ ミ ー 画 素 ２ １
を 表 示 エ リ ア １ ４ の 四 隅 に 配 置 し て い た が 、 図 ８ に 示 す よ う に 水 平 １ ラ イ ン 若 し く は 複 数
ラ イ ン に ２ つ よ り 多 数 配 置 し て も よ い 。 こ の よ う に 、 ダ ミ ー 画 素 ２ １ を よ り 増 や す こ と で
、 信 号 線 駆 動 回 路 ５ １ の 各 出 力 の 特 性 バ ラ ツ キ や 図 ５ に 示 し た 走 査 信 号 波 形 な ま り に よ る
フ リ ッ カ 強 度 ば ら つ き を 、 よ り 正 確 に Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ 調 整 に 反 映 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 図 ８ で は ダ ミ ー 画 素 ２ １ を 水 平 方 向 に 増 設 し た が 、 垂 直 方 向 に 増 設 し て も よ い 。
ま た 、 ダ ミ ー 画 素 ２ １ 内 の フ ォ ト ダ イ オ ー ド ３ １ と プ リ チ ャ ー ジ 容 量 ２ と の 間 に ス イ ッ チ
を 設 け て 、 部 分 （ パ ー シ ャ ル ） 表 示 を 行 う 際 に は 、 部 分 表 示 中 の 表 示 エ リ ア 近 傍 の フ ォ ト
ダ イ オ ー ド の み を 選 択 し て 、 フ リ ッ カ 強 度 の 測 定 を 行 う こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ９ は 、 輝 度 測 定 位 置 の 重 要 度 に 応 じ た フ ォ ト ダ イ オ ー ド ３ １ の 配 置 例 を 示 し て い る 。
表 示 エ リ ア １ ４ の 左 右 端 部 よ り も 、 表 示 エ リ ア １ ４ の 中 心 部 の フ リ ッ カ を 抑 制 す る こ と を
重 要 視 す る 場 合 に は 、 中 心 に 配 置 さ れ た ダ ミ ー 画 素 ２ １ 内 に 複 数 の フ ォ ト ダ イ オ ー ド ３ １
を 作 成 し 、 ダ ミ ー 画 素 ２ １ に 多 く の 電 流 が 流 れ る よ う に 光 電 変 換 す る こ と で 、 測 定 位 置 に
応 じ た 重 み 付 け を す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 表 示 エ リ ア １ ４ の 中 心 部 と 左 右 端 部 と で
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光 電 変 換 率 を 異 な ら せ る こ と で 、 多 く の 電 流 を 流 す 中 心 部 の ダ ミ ー 画 素 は 、 プ リ チ ャ ー ジ
容 量 ２ の 放 電 に 、 よ り 大 き く 寄 与 し 、 プ リ チ ャ ー ジ 容 量 ２ の 放 電 電 圧 に 大 き な 影 響 を 与 え
ら れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 測 定 位 置 毎 に 重 み 付 け す る に は 、 図 ９ に 示 す よ う に ダ ミ ー 画 素 ２ １ 内 の フ ォ ト ダ イ オ ー
ド ３ １ の 数 を 増 や す 方 法 の 他 に 、 ダ ミ ー 画 素 ２ １ 内 の フ ォ ト ダ イ オ ー ド ３ １ の サ イ ズ を 変
え て も よ い し 、 ダ ミ ー 画 素 の 配 置 密 度 を 変 え て も よ い 。 す な わ ち 、 ダ ミ ー 画 素 ２ １ 内 の フ
ォ ト ダ イ オ ー ド ３ １ の 光 電 変 換 率 を 異 な ら せ る こ と で 、 測 定 位 置 毎 に 重 み 付 け す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 光 検 出 手 段 と し て フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 用 い て い る が こ れ 以 外 に も フ
ォ ト ト ラ ン ジ ス タ や フ ォ ト Ｉ Ｃ 等 と い っ た 素 子 を 用 い た 構 成 と す る こ と も 可 能 で あ り 、 セ
ン サ 部 の 構 成 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 共 通 電 極 電 圧 自 動 調 整 機 能 付 き 表 示 装 置 の 構 成 図
【 図 ２ 】 ダ ミ ー 画 素 ２ １ の 概 略 図
【 図 ３ 】 逆 実 装 時 の ダ ミ ー 画 素 ２ １ の 概 略 図
【 図 ４ 】 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に ダ ミ ー 画 素 ２ １ を 作 成 し た 場 合 の 構 成 図
【 図 ５ 】 液 晶 表 示 装 置 の 水 平 方 向 書 き 込 み 電 圧 差 要 因 の 一 例 を 示 す 図
【 図 ６ 】 サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド 回 路 ６ ， ７ の 動 作 説 明 図
【 図 ７ 】 共 通 電 極 電 圧 を 変 化 さ せ た と き の 、 透 過 光 量 の 変 化 と 、 比 較 結 果 ９ の 関 係 図
【 図 ８ 】 ダ ミ ー 画 素 ２ １ の 配 置 図
【 図 ９ 】 輝 度 測 定 位 置 の 重 要 度 に 応 じ た フ ォ ト ダ イ オ ー ド ３ １ の 配 置 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
１ … Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 、 ２ … プ リ チ ャ ー ジ 容 量 、 ３ … ア ナ ロ グ バ ッ フ ァ ア ン プ 、 ４ … プ リ
チ ャ ー ジ 電 圧 源 、 ５ … プ リ チ ャ ー ジ ス イ ッ チ 、 ６ … 正 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル ／ ホ ー ル
ド 回 路 、 ７ … 負 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル ／ ホ ー ル ド 回 路 、 ８ … 比 較 器 、 ９ … 比 較 結 果 、
１ ０ … コ ン ト ロ ー ラ 、 １ １ … 正 信 号 電 圧 印 加 時 用 サ ン プ ル 信 号 、 １ ２ … 負 信 号 電 圧 印 加 時
用 サ ン プ ル 信 号 、 １ ３ … 共 通 電 極 電 源 、 １ ４ … 表 示 エ リ ア 、 ２ １ … ダ ミ ー 画 素 、 ３ １ … フ
ォ ト ダ イ オ ー ド 、 ３ ２ … 液 晶 素 子 、 ３ ３ … Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 、 ４ ０ … 反 射 板 、 ４ １ … 対 向 基 板 、
４ ２ … 共 通 電 極 、 ４ ３ … 遮 光 板 、 ４ ４ … 信 号 電 極 、 ４ ５ … バ ッ ク ラ イ ト 、 ４ ６ … マ ジ ッ ク
ミ ラ ー 、 ５ １ … 信 号 線 駆 動 回 路 、 ５ ２ … 垂 直 走 査 回 路 、 ６ １ … 第 １ 信 号 線 、 ６ ２ … 第 ２ 信
号 線 、 ７ １ … 第 １ 走 査 線 、 ７ ２ … 第 ２ 走 査 線 、 ７ ３ … 第 ３ 走 査 線 、 ７ ４ … 第 ４ 走 査 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

(11) JP 2007-86147 A 2007.4.5



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ｅ          　　　　　

(72)発明者  萬場　則夫
            神奈川県川崎市麻生区王禅寺１０９９番地　　　　　　　　　　株式会社日立製作所システム開発
            研究所内
Ｆターム(参考) 2H093 NA16  NA33  NA43  NA53  NC02  NC10  NC12  NC18  NC23  NC25 
　　　　 　　        NC34  NC49  NC54  NC65  ND10  ND35  ND58 
　　　　 　　  5C006 AC25  AF46  AF51  AF53  AF54  AF63  BB16  BF11  BF14  BF39 
　　　　 　　        FA23  FA37 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  DD06  EE28  FF11  JJ02  JJ03  JJ04  JJ05  JJ06 
　　　　 　　        KK43 

(12) JP 2007-86147 A 2007.4.5



专利名称(译) 具有公共电极施加电压调节功能的显示装置及其调节方法

公开(公告)号 JP2007086147A 公开(公告)日 2007-04-05

申请号 JP2005271798 申请日 2005-09-20

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社日立制作所

申请(专利权)人(译) 日立显示器有限公司

[标]发明人 粟倉博基
工藤泰幸
萬場則夫

发明人 粟倉 博基
工藤 泰幸
萬場 則夫

IPC分类号 G02F1/133 G09G3/36 G09G3/20

CPC分类号 G09G3/3655 G02F1/13318 G09G3/3614 G09G2320/0223 G09G2320/0247 G09G2320/029 G09G2360
/145

FI分类号 G02F1/133.525 G02F1/133.550 G09G3/36 G09G3/20.624.D G09G3/20.642.P G09G3/20.611.E

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NA33 2H093/NA43 2H093/NA53 2H093/NC02 2H093/NC10 2H093/NC12 2H093
/NC18 2H093/NC23 2H093/NC25 2H093/NC34 2H093/NC49 2H093/NC54 2H093/NC65 2H093/ND10 
2H093/ND35 2H093/ND58 5C006/AC25 5C006/AF46 5C006/AF51 5C006/AF53 5C006/AF54 5C006
/AF63 5C006/BB16 5C006/BF11 5C006/BF14 5C006/BF39 5C006/FA23 5C006/FA37 5C080/AA10 
5C080/BB05 5C080/DD06 5C080/EE28 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 5C080
/JJ05 5C080/JJ06 5C080/KK43 2H193/ZA04 2H193/ZC15 2H193/ZC16 2H193/ZD23 2H193/ZF02 
2H193/ZF22 2H193/ZF36 2H193/ZF59 2H193/ZH09 2H193/ZH14 2H193/ZH40 2H193/ZH53

代理人(译) 小野寺杨枝

其他公开文献 JP4813857B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：通过提供具有多个虚设像素的液晶面板来抑制出现在整
个表面上的闪烁。 ΣSOLUTION：多个虚设像素21形成在TFT阵列基板1
上的显示区域14的外部，并且光电二极管31设置在每个虚设像素21中。
所有光电二极管的阴极侧连接到一个存储电容器Cp。当存储电容器Cp被
预充电然后所有光电二极管暴露时，预充电的电荷通过相应的光电二极
管泄漏。在指定时间之后测量存储电容器Cp两端的电压，然后流过所有
光电二极管的电流总量是已知的。电流的总量，即存储电容器Cp两端的
电压降与所有光电二极管的平均光电检测量成比例，并被检测以知道显
示区域14的整个表面的平均亮度。当正电压为时，平均亮度为应用于虚
设像素21的液晶元件32并施加负电压以相互比较以检测闪烁强度。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/982c2fb1-afc8-498f-aa75-5872576db352
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037883563/publication/JP2007086147A?q=JP2007086147A

